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六
O

華

官官咽

一一巨F
四
回

第

ω
の
詩

之

春
日
大

一
首

L
ゅ
ん
じ
っ
た
い
て
い

御
製
(
春
日
大
弟
の

一
首

が
第
一

あ
る
。

「
雅
院
」
は
、
風
雅
な
別
院
、
別
荘
の
意
。

こ
こ
は
、
淳
和
の

で

5
就

-
五
・
七
句
に
み
ら
れ
、
平
灰
し
な
い
と
み
て
よ
か
ら
う
。

し

か

台

ょ

う

晶

ん

曾

t

詩
家
輿
有
り
て
院
に
来
る
、

も

と

よ

り

た

し

づ

雅
院
由
来
世
を
絶
ち
て
閑
け
し
。

ゃ

う

せ

い

し

ん

り

う

み

い

へ

ど

陽
瑚
新
柳
の
色
を
看
る
と
難
も
、

い

ん

か

い

き

う

た

い

主

だ

ら

な

る

も

り

つ

陰
増
常
に
旧
苔
の
斑
を
点
く
。

晶

色

た

っ

せ

い

〈

わ

す

だ

れ

と

ひ

ら

援
け
き
に
就
く
晴
花
簾
の
外
に
聞
く
、

す

〈

巴

て

-

ま

つ

い

は

巣
は
む
と
す
る
時
鳥
庭
の
聞
に
啄
む
。

巴

れ

と

と

る

た

ん

き

ょ

ふ

う

け

い

も

て

あ

そ

此
の
地
に
端
居
し
て
風
景
を
翫
ぶ
に
、

じ
ん
じ

L
ば

ら

か

か

は

に
し
て
人
事
暫
く
も
関
る
こ
と
な
し
。

「
大
弟
」
は
「
太
弟
」
(
来
・
島
本
)
に
同
じ
く
、
実
子
の
弟

μ) 

1 

院

云
ふ
。
こ
こ
は
嵯
峨
帝
の

さ
す
。
但
し
「
大
弟
」
は
、

E司

(
巻
四
十
二
)

与
ニ
侍
郎
曹
長
思
一

首
L 

の

珊
為一

大。磐
要。;ミ

2
雅
院
由
来
絶
世
閑

3 

陳
ニ
其
苦
懐
一
耳
」
に
み
る
如
く
、
親
し
い
友
人
、
同
僚
な
ど
を
さ
す
こ
と
ば
で

4
陰
増
常
点
旧
苔
斑

あ
る
「
南
池
」
、

「
南
池
院
」
を
さ
す
か
。

「
南
池
院
」
は
、

『
拾
芥
抄
』

中

6 
欲

巻
、
第
二
二
京
程
部
)
に
、
七
条
・
塩
小
路
と
烏
丸
と
の
接
す
る
あ
た
り
に
、
そ

7 
此

の

(
巻
一
、
嘉
祥
三
年
四
月
十
一
日
の
条
)

8 

己
と
み
え
、

こ
の
「
雅
院
」
も
そ
れ
か
。

褒

詩
は
詩
題
に

っ
て
始
ま
る
。

回
目
頭
の
二
句
は
、

の
そ
れ
に
似
通

史
』
(
巻
三
一
、
希
王
部
、
天
皇
行
幸
下
)
に
、

弘
仁
四
年
夏
四
月
十
日
の
南
池

ふ。

行
幸
の
記
事
が
み
え
る
が
、
珪
問
題
に
春
日
と
あ
る
た
め
こ
の
時
で
は
な
い
。
作

詩
家
輿
有
り
て

き
た

に
来
る
、

も

と

よ

り

た

L
づ

来
世
を
絶
ち
て
閑
け
し
(
第
一
・

詩
年
時
未
詳
。

は
春
の
日
の
某
日

の
雅
院
で
の
一
首
の
意
。
作
者
は

二
句
)

嵯
峨
天

七
言
八
句
、
上
平
戸
十
五

-
斑
・
間
・
関
|
。
平
灰
の

「
詩
家
」
は
詩
人
の
意
。
こ
こ
は
作
者
、
或
は
作
者
を
含
む
文
人
官
人
等
を
さ



す。

「
詩
家
」
の

は

の
詩
に
、
「
史
閣
行
人
在
、
詩
家
秀
句
伝
」

(
九
家
集
注
本
巻
三
四
「
突

L 

'-' 

な
ど
、

数
例
み
え
る
が
、

一
般
に

閑
静
で
あ
る
」
。
次
に
二
組
の
対
句
が
続
く
。
何
れ
も
眼
前
の
景
。

に
旧
苔
の
斑
を
点
く

の
色
を
看
る
と

一
ニ
・
四

は
「
詩
人
」
の
語
を
使
用
す
る
。

「
興
有
り
て
」
は
、

か
起
っ
て
、
そ
れ

句

に
そ
そ
ら
れ
て
の
意
。

「
雅
院
」
は
、
詩
題
に
述
べ
た
如
く
、

な

こ
の

二
句
は
完
全
な
対
句
と
は
云
へ
な
い
が
、

か
つ
が
っ
そ
の
例
と
み
な

建
物
を
云
ふ
、

カミ

「
院
」
は

中
の
「
山
院
」
参
照
。

し
得
る
。

「
陽
翻
」
は
、
明
る
い
日
の
あ
た
る
(
南
に
面
し
た
)
石
だ
た
み
を

後
の
句
は
、

の
句
の
「
雅
院
」

こ
の

(
尻
取
り

云
ふ
。
盛
唐
ご
ろ
ま
で
の
用
例
未
だ
検
出
し
得
な
い
。

「
新
柳
」
は
、
新
し
く

の

一一春鳩「
盛
唐
王
維

一晦
新。日
柳。遊
」大

は理

そ
の

例 別
業
一
四
首
」
(
第
二
首
)

式〉

の
手
法
は
、

六
朝
以
来
詩
に
例
を
み
る
。

李
白

詠
懐

の

荘
周

警唐
胡。人
蝶。

芽
生

集
』
(
巻
上
)
所
収
、

。
。

荘
周
こ

「
新
柳
の
色
」
は
、

も
そ
の
一
例
。

「
由
来
」
は
も
と
も
と
、
も
と
よ
り
。

「
来
」
は
時
間
の
経
過

新
し
、

の
み
づ
み
づ
し
い
色
を
云
ふ
。

を
示
す
助
字
。
散
文
・
韻
文
と
も
に
使
用
さ
れ
る
。
『
文
選
』
〈
巻
二
一
)
左
太
沖

の
「
英
雄
有
ニ
屯
濯
「
由
来
自
エ
古
昔
こ
は
、

(
巻
七
)
梁
簡
文
帝
「
和
ヨ
湘
東
玉
名
士
悦
一
一
傾
城
こ
柳
色
L 

の

例

=自

玉
」、

工長
京書

史
詩
八

詩
の
一
例
。

照
ニ
桃
紅
こ
が
あ
る
。

「
世
を
絶
ち
て
」
の
「
絶
世
」
は
、
世
に
な
ら
び
な
い
ほ
ど
優
れ
た
の
意
を
も

後
の
句
の

ー寸

は
暗
い
北
に
面
し
た
き
ざ
は
し
、
「
陽
瑚
」

に
対
す
る

ザつ
ヵ:

『
文
選
』
〈
巻
五
十
八
)
蒸
伯
噛

碑
文
一
首
井
序
」
の
「
頴

語。

「増」

に
つ
い
て
は
、
前
述

ω
の

三
句

参
照
。
「
増
」
を

川
陳
君
、

大
位
未
レ
瞬
」
は
、
そ
の
一
例

、
こ
こ
は

と
の

「
階
」
(
前
・
平
本
)
に
作
る
本
も
あ
る
が
、
こ
の
二
字
は
同
じ
く
、

交
渉
を
断
ち
切
る
意
に
用
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
「
絶
俗
」
「

士戸。

」
の
用
例
、

対ろ
すま
るで
語検
出
古し
い得
苔品な
。 L、

「
旧
苔
の
斑
を
点

な
ど
の
意
に
誤
用
し
た
か
。
も
し
さ
う
と
す
れ
ば
和
習
的
な
表
現
で
あ
る
。
し

く
」
の
「
旧
苔
」
は

ば
ら
く
こ
れ
に
従
っ
て

は
「
間
」

(
一
ニ
・
東
本
)
に
等
し
い
が
、

比
の
一
例
に
、

王

四
首
L 

ー寸

議 lp

き新
の」

「の
!日。対

。

第
六
句
の

に
「
間
」
が
あ
る
の
で
、
底
本
の
「
閑
」
に
従
ふ
。

「
関
」
は

里
越
ニ
庭
日
「

一
酒
辰
こ

が
あ
る
。

苔
は
陰
湿
を
好
む
の
で
陰
階
の
あ

閑
静
の
意
。

「
詩
人
た
ち
は
春
の

に
そ
そ
ら
れ
て
(

の
¥J  

51iJ 

た
り
に
は
、
そ
れ
が
い
つ
も
生
え
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
常
に
」
で

荘
に
や
っ
て
来
た
。
こ
の
雅
院
は
も
と
も
と
俗
世
間
と
の
か
か
は
り
を
断
っ
て

あ
る
。

「
斑
」
は
苔
の
色
が
混
じ
て
ま
だ
ら

を
云
ふ
。

「
点
く
」
は
、
点

-司

詩
注

六一



ー司E

詩
注

六一一

点。点
=と
苔
挫ま
F だ
」ら

とに
み著
えく
るこ
。と

「
邦
議
」
に
、
「
丹
庭
斜
=
草
径
一

時
節
に
鳴
く
鳥
の
意
。

「
日
の
あ
た
る
石
だ
た
み
の
あ
た
り
に
は
芽
生
え
た

哉
行
)
の

『
大
選
』
(
巻
二
八
)
陸
士
衡
「
楽
府
詩
十
七
首
」

-
一
淑
気
{
時
鳥
多
-
許
音
こ
も
、

〆「

悲

春
の
鳥
に
同
じ

-'ー-ノ、

新
し
、

の
色
を
み
る
が
、
暗
い
き
ざ
は
し
の
あ
た
り
に
は
い
つ
も
旧
び
た
苔

臣
注
に
「
時
鳥
、
春
鳴
之
鳥
」
と
み
え
る

。
「
庭
聞
に
啄
む
」
の

二
句
は
、
花
と
鳥
と
の
対
比
。

の
ま
だ
ら
が
(
苔
が
ま
だ
ら
色
に
〉
点
々
と
ま
っ
は
り
著
い
て
ゐ
る
」
。

n
d
 

次
の

は
、
庭
の
中
の
意
。

「
庭
中
」

な
ど
は
、

『
文
選
』
そ
の
他
に
例
が

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

の

「鳥」

と

少
く
な
い
が
、

「
花
」
と
の
詩
句
参
照
。

の
i i 

此庭
庭。問
問。」

は
甚
だ
少

-司

豊
高
里
之
逸
歩
哉
」
を
挙
げ
る
の
み

寸

〈

じ

て

う

つ

い

は

の
外
に
開
く
、
巣
は
む
と
す
る
時
鳥
庭
の
聞
に
啄

め施
に友
「忠

信。素
L Vこ
と
L S. 
~. 

'_'- 1>> 

U 。
fT) 0 

モE
ぁ=
りと
、み

え

る

。
作
者

へ
る
た

む

五
・
六
句
)

の

な
例
に
よ
る
も
の
で
は
な

ユ
ク
ナ
リ
、
近
ツ
グ
ト
云
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
み
え
る
。

「
啄
む
」
は
、
鳥
が
物
を
口
に
く
は
へ
る
こ
と
、
く
ち
ば
し
で
物
を
つ

(
巻
上
)
李
白
「
戦
城
南
」
の
「
烏
鳶
啄
-
一

「
暖
気
に
つ

「
暖
け
き
に
就
く
」
は
、
春
の
暖
気
に
の
方
に
接
近
す
る
、
向
か
ふ
こ
と
。
こ

か
ら
う
。

の
場
合
の
「
就
」
は
、
荻
生
但
保
『
訳
文
筆
蹄
』

ニ
)
に
、

「
ソ
コ
へ

つ
い
て
食
ふ
こ
と
。
『

「
晴
花
」
は
例

人
腸
{

佳
ニ
枯
桑
枝
こ
は
、
そ
の
一
例
。

た
日
の

の
あ
ま
り
多
く
な
い

の、

花
は

の
外
に
ひ
ら
き
、
巣
を
作
ら
う
と
す
る
春
の
時
節
の
鳥
は
庭
の
中
で
物

、J

日
開
fヘ
初
唐
蘇
碩

寒
食
宴
ニ
子
中

を
つ
い
ば
む
」
。
次
は
作
者
の
感
想
を
以
っ
て
す
る
結
び
。

-、

-
(
同

此
の
地
に
端
居
し
て
風
景
を
翫
ぶ
に
、

に
し
て
人

関
る
こ

徐
彦
伯
、

-
応
制
)

春
草
迎
-
-
抱
色
日

と
な
し

-
八
句
)

綬
呑
一
(

送ヨ

-
溢
陽
一
)

の
第
七
句
「
此
の

に
し
て
人

宮
れ

ら
な
り
」
を
ニ
つ
の
句
に
分

は

そ
の
一
例
。

た
春
の
日
に
あ
か
る
く
咲
く
花
が
こ
の

i 

の

け
た
や
う
な
内
容
を
も
っ
。

「
此
の
地
」
は
、

の
雅
院
を
さ
す
。

意
。
「

の
外
」
は
部
屋
の
す
だ
れ
の
そ
と
。
『
玉
台
新
詠
』
(
巻
五
)
何
遜
「
閏

居
」
は
、

じ
っ
と
居
ず
ま
ゐ
を
正
し
て
居
る
こ
と
。

「
端
」
は
端
正
の
意
。
国

怨
」
の
「

-一落葉一

こ
は
そ
の
一
例
。

一語の

後
の
句
の
「
時
鳥
」
は
、
時
節
時
節
に
応
じ
て
な
く
鳥
、
こ
こ
は
春
と
云
ふ

正
始
振
-
一

と
ー、は

端。苧
居。 -τ
留

の
一
ハ
陪
許
善
心
、

和

'-../ 

端。



居
不
レ
出
レ
戸
、

、
登
4

晶
表
迫
秀
才
小
台
一
作
〉

は
、
そ
の
一
例
。
但
し
必
ず
し
も
例
は
多
く
な
い
。

「
風
景
を
翫
ぶ
」
は
、
風

1 

春
の

ごぴ日

ろ皇
の太
起弟
りの
れて雅
て雅院
関与院に
カミにし
な来Eて
りる 、

一
首

景
を
賞
翫
す
る
、

め
で
楽
し
む
こ
と
。

は

こ
こ
は
風
と
光
の
意
、

陽
L司

の
る .. 
賞串唄

Z集
え民

人
愁
こ

「
翫
ぶ
」

tま

2
雅
院
も
と
よ
り
世

い
L
だ
た
み

3
日
あ
た
る
瑚
に
新
し
き
柳
の
色
こ
そ
見
ゆ
れ
、

き

ぎ

は

し

ま

だ

ら

ご

け

τん

4
影
な
す
階
に
つ
ね
に
旧
き
斑
苔
点
打
つ
。

品、

5
暖
か
き
に
苧
く
あ
か
る
き
花
す
だ
れ
の
外
に
咲
き
、

単
な
る
景
色
。で
。は
正な
凄い
凄。
L- -寸

の
例
に
、
初
唐
李
幡
「
送
ニ
李
昌
一
」
の
「
落

日
荒
郊
外
、

(
巻
中
)
孟
浩
然
「
九

一
首
)
の
「
令
エ
彼
嘉
客
僧
忘

-・目

玉
4内
口

新
時詠
久』

夢。雀
衣 & tr 
盟張 E
壬量二 守合ヲ γJl‘ 

稀であ
一勺るは H p 。

そ
の

例
で

二
首
」

6
巣
く
は
む
と
す
る
春
の
鳥
に
は
の
中
に
つ
い
は
む
。

7
こ
の
地
に
正
し
く
座
し
て

L
4
 

8
寂
け
く
し
て
世
の
煩
は
し
き
こ
と
す
べ
て
な
し
。

る
に
、

あ
る
。
の
句
の

は
、
静
寂
、
も
の
さ
び
し
い
形
容
。

に
例
が

。。

多
く
、

謝
恵
連
「
七
月
七
日
夜
詠
z
牛
女
こ

の

空
」
(
巻
三
十
)

は
そ
の
一
例
。

李
白
「
宿
一
孟
松
山
下
萄
姐
家
こ

の
「
我
宿
ニ

五
松
下
「

レ
所
レ
歓
」

の
例
。

「
人
事
暫
く
も
関
る
こ
と
な
し
」

の
「
人
事
」

は

ωの
第
一
句
参
照
。

し
ば
ら
く

「
暫
時
」
の
意
。
こ
こ
は
時
間
の
ほ
か
に
空
間
的
に

「
暫
く
も
」

の
「
暫
」

は

「建」

(
一
ニ
・
静
本
)
に
同
じ
く
、

も
使
用
し
、
少
し
も
(
少
し
の
問
も
)
か
か
は
ら
な
い
、
無
関
係
だ
、

の
意
に

「
暫
く
も
関
る
こ
と
な
し
」
と
述
べ
る
。

「
こ
の
地
(
雅
院
)
に
き
ち
ん
と
居

て
春
の
日
の
風
光
を
賞
美
す
る
に
つ
け
て
、

寂
な
こ
の
地
は
煩
は
し
い
世
間

俗
事
と
の
交
渉
に
少
し
も
か
か
は
り
が
な
い
(

で
あ
る
)
」
。

『
文
華

詩
注

ムハ一一一



予

告

六
回

行

L
 .. 

，SOよ
る
L
e号
巴

〈
嶋
山
之
宜
国
の
秋
を
行
く
〉

十
月
二
十
九
日
〈
月
)

子
規
記
念
博
物
館
前
(
午
前
八
時
三
十
分
出
発
)
旧
松
山
中
学
校
跡

(
坊
っ
ち
ゃ
ん
・
激
石
句
碑
〉
|
|
子
規
堂
(
湾
髪
塔
・
住
居
等
見
学
)

|
|
子
規
宅
跡
|
|
石
手
川
|
|
重
信
川
(
「
伊
予
の
高
嶺
」
遠
望
)
|
|

砥
部
町
・
大
森
彦
七
供
養
塔
(
太
子
記
)
|
|
三
坂
峠
(
松
山
よ
両
知
国
道

最
高
地
点
・
「
熱
田
津
」
遠
望
〉
||
久
万
町
(
源
氏
物
語
「
伊
予
断
隈
」
竹

自
生
地
)
|
|
大
宝
寺
(
伝
大
宝
年
中
建
立
・
四
国
遍
路
霊
場
四
十
四
番
札

所
参
詣
〉
|
|
故
都
宮
(
四
国
カ
ル
ス
ト
県
立
自
然
公
園
散
策
・
国
民
宿
舎

古
岩
屋
荘
で
昼
食
)
|
|
岩
屋
寺
(
一
遍
上
人
修
行
地
・
四
十
五
番
札
所
参

お
も
ご
う
M
b

み
わ
が

b

み

み

ど

か

み

詣
〉
|
|
面
河
川
(
土
左
国
風
土
記
「
神
河
」
)
|
|
御
三
戸

l
l美
川
村
上

長
日
考
古
館
(
石
器
時
代
遺
跡
見
学
〉
|
|
久
万
町
|
|
砥
部
町
(
延
喜
式

「
伊
予
砥
」
・
砥
部
焼
の
里
。
休
憩
)
|
|
重
信
川
1
1
1
星
ケ
岡
(
太
平
記

あ
ま
牟
ま

古
戦
場
〉
・
天
山
(
伊
予
国
風
土
記
〉
|
|
国
鉄
松
山
駅
(
午
後
四
時
一
一
一
十

分
頃
解
散
。
東
京
・
大
阪
行
飛
行
機
最
終
便
に
間
に
合
い
ま
す
)

諸
般
の
事
情
に
よ
り
若
干
の
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
御
諒
承
く
だ
さ
い
。

負

用

五

千

円

(
付
記
)
子
規
博
物
館
・
に
ぎ
た
つ
会
館
一
帯
は
、
赤
人
の
伊
宇
都
設
に

い

ぎ

に

は

詠
う
「
嶋
山
の
宜
し
き
国
と
こ
ご
し
か
も
伊
予
の
高
嶺
の
射
狭
庭

の
岡
:
:
:
」
に
当
り
、
道
後
温
泉
碑
文
の
地
(
伊
予
国
風
土
記
〉
で

す
。
適
宜
ご
散
策
く
だ
さ
い
。

・
椋
行
の
申
込
み

j予!

:告;

四

大
会

当
学
会
昭
和
五
十
九
を
、
愛
媛
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記

の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
懇
親
会
・
寓
葉
研
修
旅
行
の
参
加
申
込
み
を
受
付

け
ま
す
。

一
、
公
開
前
演
会

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
四
階
大
講

松
山
市
道
後
公
園
一
l
l
三
O

上
代
文
学
と
伊
予

表
現
の
類
型
化

漢
語
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て

挨

拶

ニ
、
懇
親
会

十
月
二
十
七
日
(
土
〉
午
後
五
時
三
十
分
よ
り

於
に
ぎ
た
つ
会
館
芙
蓉
の
間
(
講
演
会
場
よ
り
徒
歩
二
分
。
後
記
「
宿

泊

案

内

②

」

参

照

)

会

費

六

千

円

三
、
研
開
発
表
会

十
月
二
十
八
日
(
日
)
午
前
十
時
i
午
後
四
時
半

場
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
四
階
大
講
堂

な
お
、
子
規
博
物
館
で
は
、
高
葉
集
関
係
の
特
別
展
示
も
計
画
さ
れ
て
お

、

そ

れ

も

含

め

田

茂

樹

氏

の

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

、浅小
見泉

道
氏

岐
阜
大
学
教
授

学

会

代

表

愛
媛
大
学
名
誉
教
授

武
智
雅
一
氏



エ
リ
ー
な
ら
二
時
間
四
五
分
)

鉄
道
で
(
国
鉄
松
山
駅
)

岡
山
か
ら
宇
野
・
高
松
経
由
で
約
五
時
間

2
市
内
の
交
通

国
鉄
松
山
駅
よ
り

駅
前
よ
り
パ
ス
「
道
後
温
泉
」
行
き
約
一
五
分
(
一
四

O
円〉

駅
前
よ
り
電
車
「
道
後
温
泉
」
行
き
約
一
五
分
〈
一
三

O
円
)

松
山
観
光
港
よ
り

港
ピ
ル
横
よ
り
パ
ス
「
道
後
温
泉
」
行
き
約
四

O
分
(
三
九
O
円
)

松
山
空
港
よ
り

空
港
前
よ
り
パ
ス
「
道
後
温
泉
」
行
き
約
三
五
分
(
二
七

O
円〉

・
い
ず
れ
も
、
終
点
「
道
後
温
泉
」
下
車
。
会
場
へ
徒
歩
約
二
分
。

O
宿
泊
案
内

松
山
市
内
に
左
記
の
よ
う
な
宿
が
あ
り
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
い
て
早
い

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
泉
南
荘
(
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
)

干
加
松
山
市
岩
崎
町
一
丁
目
七

i
三
七
電
話

(
O八
九
九
〉
四
一
ー
ー
一
一
九

三
四料
金
四
、
五
一

O
円
(
二
食
付
〉

②
に
ぎ
た
つ
会
館
(
公
立
学
校
共
済
組
合
〉

干
前
松
山
市
道
後
姫
塚
一
一
八
|
二
電
話

(
O八
九
九
)
四
一
1
1
三
九
八

七
料
金
組
合
員
二
、
八

O
O円
・
一
般
三
、
二

O
O円
(
食
事
別
)

③
し
ら
さ
ぎ
荘
(
私
学
共
済
組
合
)

で
。
左
記
の

よ
う
。

研
修
旅
行
へ
の
参
加
申
込
み
は
、
会
費
を
添
え
て
会
場
校
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い

愛
媛
県
松
山
市
文
京
町
三

大
学
〈
電
話

O
八
九
九
|
二
四
|
七
一
一
一
〉
法
文
学
部

小
泉
研
究
室
(
内
線
=
二
七
二

小
松
研
究
室
〈
内
線
三
一
七
二
〉

の
場
合
は
、
松
山
市
東
長
戸
四
ノ
一
一
一
ノ
一
愛
大
宿
舎
三
二
ハ

指
さ
む

話
O
八
九
九
l
一一一一

l
l
O一
一
一
一
八
)
小
泉
道
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

O
大
会
二
日
目
〈
二
十
八
日
〉
の
昼
食
の
申
込
み

会
場
付
近
に
は
、
適
当
な
食
堂
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
二
日
目
の
昼
食
の

予
約
を
受
付
け
ま
す
。
前
記
振
替
に
て
昼
食
代
千
円
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

振
替

申
込
み
期
限

問
合
せ
先-Tm 
徳
島
一
'she-

七
四
二
二

九
月
十
日

愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
文
学
研
究
室

-
松
山
へ
の

飛
行
機
で
〈
松
山
空
港
〉

か
ら
八

O
分
/
大
阪
か
ら
四
五
分

船
で大
阪
弁
天
ふ

行
)
一一一

か
ら
一

0
時
間
三
五
分
/
東
神
戸
港
か
ら
約
九
時
間
(
夜

r、

=

か

ら

三

メ

ー

ト

ル

〉

か

ら

八

O
分

/
広
島
(
宇
品
〉
港
か
ら
六

O
分

ハ

旅

客

フ

予

告

六
五



干

別

松

山

四

|

九

料
金
組
合
員
二
、
五
ハ

δ
円
・

④
道
後
え
ひ
め
(
地
方
掛
員
共
済
組
廿

干
前
松
山
市
祝
谷
一
丁
目
三
九
五
|
一
一
一

六
一
一
料
金
一
般
約
六
、
三

O
O円
(
二
人
部
屋
・
二
食
付
〉

⑤
え
ひ
め
共
済
会
館
(
愛
媛
市
町
村
職
自
済
組
合
)

干
別
松
山
市
三
番
町
五
丁
目
一
三
1
1

一

(
O八
九
九
)
四
五
l
六一二

一一料
金
一
般
三
、
ニ
ハ
(
)
円
(

A

K

⑥
松
山
郵
便
貯
金
会
館

干
間
松
山
市
道
後
姫
塚
一
一
一
一
一
一
|
二

料
金

予

告

四
、
五

干
別
松
山
市
二
番
町
三
|
六

l
五

料
金
四
、
四

O
O円
(
食
事
別
〉

⑧
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

干
叩
松
山
市
一
番
町
三
!
こ
l

一
電
話

(
O八
九
九
〉
一
三
ニ
i
l
五
五
二

料
金
七
、
三

O
O円
か
ら
(
食
事
別
)

⑨
国
際
ホ
テ
ル
松
山

干
閣
松
山
市
一
番
町
一
ー
一
一
一
一

料

金

玉

、

五

円

か

ら

(

⑩
東
映
イ
γ
松
山

占ハムハ

電
話

(
O八
九
九
〉
四
一

l
七
二
ハ
一

二
、
八
)
円
か
ら
(

〈

O
八
九
九
)
二
四
l
二
三
二

干

m松
山
市
宮
西
一
ー
一
一
一
四
|
一

料
金
四
、
九
一

O
円
(
食
E

⑪
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ひ
か
り

-Tm川
松
山
市
南
町
一
1
l
五
|
二
九

料
金
四
、
三
ハ

δ
円
(
食
事

⑫
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
泰
平

干
前
松
山
市
平
和
通
り
三
1

一
ー
ー
一
五

六
O料
金
三
、
五

O
O円
か
ら
(
食
事
別
)

-
料
金
は
、
サ
ー
ビ
ス
料
・
税
金
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
①
@
@
ぬ
め
⑬
は
徒
歩
で
会
場
に
行
け
ま
す
。
@
あ
⑥
受
⑫
は
電
車
山

パ
ス
〈
二

O
分
以
内
〉
を
利
用
し
ま
す
。

O
「
出
張
懇
請
書
」
を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
料
を
封
入
の
上
、
学
会
本
部
ま

で
お
申
越
し
く
だ
さ
い
。

O
大
会
の
案
内
略
図
は
次
頁
の
通
り
で
す

、回J

(
O八
九
九
〉
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田3 9・5ー106

市太田町2 57 
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ノミーノレノ、イツ203日4 25 8 305 

芦屋市宮塚町6 2 
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泉 187 小平市鈴木町2 689 31 
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会

員

名

簿

補

訂

話番号

訂補

所

名会

住⑮ 名

柿本ハイツ103田部春日341305 夫

-" 957-04新発田市上赤谷2669

隆 792 愛媛県新居浜市庄内町2 10 144 

大差 662 西宮市上ケ原1ート155

宏 960 福島市仲間町4 15 

男 167 東京都杉並区、清水1ー11 11 

亘 629-34京都府熊野郡久美浜町十楽共済住宅3号

雄 162 東京都新宿区市ヶ谷富久町60

夫 42ト12静岡市羽島631-11

和 657 神戸

隆 420 静岡市安東1 19 32 

臣 154 東京都世田谷区豪徳寺1 52--2 

浩美 305 茨城県新治郡桜村天久保3 21 1 

日出夫 153 東京都目黒区中町1 6 20 

有子 631 奈良市西大寺新町294

Frau Sumi Mussle Heinleinstr. 33 8 Muneben 71 Bundesrepublik Doutshland 

0897-34-6432 

03-353-1902 

03-426-4642 

03-792-1532 

0742-34-6574 

さくら荘C106

北村ピ/レ401

手町5 8一一11

哲

正

幹

義

清

一

英

紀

野

西

谷

木

木

橋

田

葉

山

本

細野員理 390-02松本市里山辺新井1483 2 

柳川 清 730 広島市東区牛田木町2 5一 7
安田女子大品
図 書 誌731-01広J31市安佐南区安古市町上安
山梨大学附
図

住所変更(改姓・表示・変更を含む〉

青木妙子 754 山口市大字陶4781

青 木紀元 287 千葉県佐原市津宮1927

犬飼 降 654 神戸市須磨区菅の台3 15・1 1001 

岩松空ー 663 西宮市上鳴尾町24一 7

内田賢徳 690 松江市東朝日町236 33 

奥村悦三 613 京都府久世郡久御山町大字林字宮ノ後21・12 505 

梶川信行 663 西宮市高須町2 1 27 504 

川端隆之 181 三鷹市井ノ頭4・24・19

北山昌義 572 寝屋川市秦町24 17 

小島吉雄 572 寝屋川市秦町26 6 

倉方春子 134 東京都江戸川区清新町1 1 3・714

佐々木茂子 166 東京都杉

甲府市武田 4--4 37 400 
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言己

。
お

。の御
寄
贈
は
学
会
本
部
あ
て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

て
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

て
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
援
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
白
・
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。首

商

業

串

曾

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
皐
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
と
と
が
で
き
る
。

て

会

員

の

研

究

発

表

と

し

て

季

刊

「

を
発
行
す
る
・

、

O
草
壁
皇
子
が
被
葬
者
と
し
て
最
有
力
視
さ
れ
る
束

明
神
古
墳
発
掘
な
ど
貴
重
な
発
見
が
相
次
い
で
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
古
代
の
謎
解
き
に
想
い

を
馳
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

O
本
号
は
、
昨
年
度
全
国
大
会
の
発
表
を
骨
子
と
さ

れ
る
芳
賀
氏
、
同
じ
く
新
進
の
田
中
氏
、
ま
た
、

蔵
中
氏
の
日
本
書
紀
の
御
論
と
小
島
先
生
の
文
華

秀
麗
集
詩
注
の
御
論
を
収
め
ま
し
た
。
小
向
先
生

に
は
御
多
忙
の
中
、
四
凶
目
の
詩
注
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
今
秋
の
全
国
大
会
の
詳
細
が
愛
媛
大
の
先
生
方
の

御
尽
力
に
よ
っ
て
決
定
致
し
ま
し
た
。
「
予
告
」

欄
を
御
一
読
の
上
、
多
数
御
参
加
下
さ
い
。
便
宜

を
図
っ
て
愛
媛
大
へ
の
交
通
機
関
も
載
せ
ま
し
た

の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。
研
究
発
表
者
に
つ
い
て
ァ

は
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

O
っ
た
な
い
編
集
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ふ
I

号
で
そ

の
責
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
懸
命
な
二

年
間
で
し
た
が
、
前
編
集
長
の
浅
見
氏
、
氏
の
ブ

ラ
ジ
ル
御
出
向
後
は
最
も
若
く
し
て
編
集
長
を
務

め
ら
れ
た
芳
賀
氏
を
は
じ
め
、
会
員
各
位
の
お
力

添
え
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
次
号
か
ら
の
編
比
員
長
は
坂
本
信
幸
氏

で
す
。
行
動
力
を
兼
ね
出
ら
れ
た
、
気
鋭
の
氏

の

、

本

誌

へ

の

新

風

さ

い

。
(
毛
利
正
守
)

て
本
会
は
臨
時
、
高
葉
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
女

曲
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
入
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

て
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
〉

に
お
い
て
汗
げ
な
ふ
。

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
日
印
刷

昭
和
五
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六
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十
五
日
発
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価

七
百
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十
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一γ
加

大
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昭
和
五
十
九
年
六
月
一

一
十
五
日
発
行

高

葉

頒
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七
百
五
十
円

送
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三

十

円


